
１ 研究主題 
 

 

 

 

 

２ 令和６年度までの成果（全国学力学習状況調査より） 

（１）前期課程 

令和６年度全国学力学習状況調査（前期課程）において、比較的成果が見られたのは以下の点である。 

 

国語科における、「日常的に読書に親しみ、読書が、自分の考えを広げることに役立つことに気付くことが

できるかどうかをみる出題」（３四）について、８１．３％の正答率（県：７２．４％、全国：７４．６％）と成果が見ら

れた。これは、「読書」に関連した日常の取り組み（多読、図書室活用、図書学習部の取り組み等）があった

おかげで、「読んだ本の記録をする」「読書を通した学び」についてイメージしやすかったことが考えられる。 

 

また、算数科における、「問題場面の数量の関係を捉え、式に表すことができるかどうかをみる出題」１（１）

について、６５．６％の正答率（県：６４．７％、全国：６２．１％）と、成果が見られた。この結果から問題文をしっか

り読み取って、数量について正しくとらえていることが考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共に学びを広げていく力を育む 
フェーズ１：「まず自分で考えられる姿」の実現 



（２）後期課程 

令和６年度全国学力学習状況調査（後期課程）において、比較的成果が見られたのは以下の点である。 

 

国語科における「行書の特徴を理解しているかどうかをみる出題」（４三）について、８０．８％の正答率

（県：７１．２％、全国：７５．６％）と成果が見られた。この結果から、「第Ⅰステージからの『かきかた』『書写』

指導が第Ⅱ、Ⅲステージへ適切につながっている」「『書友』の取組、指導が生きている」「書くだけではなく、

書体や筆運びについても理解ができている」ことが考えられる。 

 

また、数学科における「与えられたデータから最頻値を求めることができるかどうかをみる出題」（７（１））

について、５５．３％の正答率（県：５７．２％、全国：５５．５％）と成果があった。この結果から、ある程度情報量

が多くても、すぐに答えを導ける（今回だったら「最頻値」を理解していれば、数を数えるだけ）なら問題なく解

ける、つまり「知識があればすぐに答えが出る」課題については比較的成果を出せることが考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２ 令和６年度までの課題（全国学力学習状況調査より） 

（１）前期課程 

令和６年度全国学力学習状況調査（前期課程）において、課題が見られたのは以下の点である。 

 

国語科における、「資料を活用するなどして、自分の考えが伝わるように表現を工夫することができるかど

うかをみる出題」について、４２．２％の正答率（県：５３．９％、全国：５２．９％）しか得ることができなかった。解

答状況から「発言の意図を捉えられていない」「語彙力不足」「文字から映像をイメージする力がない」など

の課題が散見された。 

 

また、算数科における「序数が小数である場合の除法の計算をすることができるかどうかをみる出題」に

ついて、４０．６％の正答率（県：７５．６％、全国：７０．１％）しか得ることができなかった。単純に、小数の計算に

ついての理解が不十分だったとは考えられるが、「家から学校までの歩数」としてイメージさせて計算させる

問題の特徴に影響を受けたことも考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（2）後期課程 

令和６年度全国学力学習状況調査（後期課程）において、課題が見られたのは以下の点である。 

 

国語科における「話し合いの話題や展開を捉えながら、他者の発言と結び付けて自分の考えをまとめるこ

とができるかどうかをみる出題」について、３２．７％の正答率（県：４１．９％、全国：４４．７％）しか得ることがで

きなかった。 

 

また、数学科における「事象を角の大きさに着目して観察し、問題解決の過程や結果を振り返り、新たな性

質を見出すことができるかどうかをみる出題」について、１５．４％の正答率（県：２８．１％、全国：２６．７％）し

か得ることができなかった。回答状況から「途中で諦めてしまっている（無回答）」「イメージする力」「イメー

ジを補うために書き込むなどの工夫」にも課題が見られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３ 令和６年度までの成果と課題（令和６年度第５回学校運営協議会議事録より） 

・つながる力やコミュニケーション力を高めさせたい。ここで活動することが増えてきているので、「共に」をキー

ワードとしていきたい。また、自主性を育て、自分から動く子どもたちを育てたい。子どもの育ちは、家庭の力が

大きい。・・・ 

・子どもの学習意欲をもっと高めたい。第Ⅰステージは学習の基礎・基盤を整える時期であるが、座り方や最後

まで話を聞く等の力を高めたい。 

・子どもの個性を伸ばす環境づくりが大切である。自分から好きなことを見つける力を育成したい。子どものや

る気を高めたり、自分の可能性を見つけたりする場を地域でも作っていきたい。また、家庭環境や親の意識も

さまざまである。保護者の教育に対する意識を高める場も重要である。・・・ 

・東条学園の子どもたちは、素直な子どもたちが多い反面、自分から進んで取り組んだり、チャレンジしたりする

ことに躊躇する面がある。自分で考えて、行動し、失敗しても認められる場や地域との連携が必要だと考える 

 

 

４ 令和６年度までの課題（教職員アンケート及び全体校内研修会と研究推進委員会記録より） 

＜成果＞※詳細「令和４・５・６年度 学校経営研究発表会研究紀要」P２５参照 

・「自分と違う意見について考えるのは楽しい」「話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、新たな考え方

に気づいたりすること（広げたりすること）ができている」と多くの児童生徒が感じている。 

 

＜現状の課題＞ 

① 基礎学力の定着 ※全国学力学習状況調査／総合学力調査分析 の結果より 

② 自分で考える力が弱い 

△自分で考えようとしていない。考える前に聞いてしまう。 

△知識や答えだけ分かっていればいいと思っている。答えにたどり着く過程や知識を生かそうという意識低 

△見直しをしない  △答えを待っている 

△国語：書いていない感情を読み取れない。文章を読む力がない。語彙力不足。行間を読む力がない。 

※単なる言葉上の読解力、語彙力というよりも、経験や体験に裏付けられた読解力、語彙力に欠ける 

△社会：答えのないものを予想できない 

△算数／数学：図が書けない。公式を覚えて終わり。 

△英語：自分で工夫して文がつくれない。もらっている資料を見ていない。すぐに先生を頼る。 

 I want to～の時に、何を書いたらいいのか答えられない。イメージ発信ができない。 

△作文：したことは書けるが、気持ちが書けない。 

△体育：ルールの共有の仕方が難しい。 

△音楽：学年が上になればなるほど言えない。体、顔、絵で表現させたいができていない。 

△通級：想像する力が弱いので、先や流れがわからずに落ち着かない。 

③ 考えるため、個人思考するための材料が備わっていない 

△たくさんのヒントがあっても、自分の考えをもてない。  △課題に向けて考えない。 

△見通しを持つ力がない 

 

※前期課程でのノート指導をはじめ、「考えるための取組」が１年生から６年生まではしっかりつながっている。 

※しかし、後期課程がしっかりその取り組みを受け止められていない現状があるのではないか。 

 



５ 研究の方向性と方法 

 

 

「１人１授業公開」 
「まず自分で考えられる」姿を成長・実現する授業を提案、公開 

 

・授業者自身で公開する教科（前期）、単元、日時を決定。 

・授業参観及び事前研・事後研修参加は実施学年（層）を中心に行う。 

・年間最大１０回の講師招聘が可能。「１人１授業公開」のうち国語２名、算数／数学で２名、その他教科で４

名、指導案を検討する段階から助言をいただく計画。また、国・算の講師から、１回ずつ講演をいただく予

定。（☆全体校内研修会） 

    ・講師招聘する研究授業は、３つの部会に分かれて部会ごとに事前研・事後研究を行う。（該当の部会では

ない職員も、授業参観、事後研の参加を積極的に行っていき、研修を深める。） 

     

 

「東条学園の教育」 
「自分で考えられる」ようになるための基礎学力の定着、向上 

 

・年間指導計画に、注力する課題をもとに特に工夫する単元を明記。 

・加東市学力調査で明らかになった課題を基に 3月に「弱点克服」実施を明記。 

 

 

「家庭学習の手引き」 
「自分で学びを広げる」力を家庭と協力して定着、向上 

 

・学校オープンに合わせて「自主学習強化週間」を実施。 

・その取り組みの内容や手助けとなるページを作成。 

・紙面について、しっかり検討する機会（研究推進委員会）をとる。 

・１年かけて紙面を見直す。 

 

 

「朝の 10分間『学園タイム』の活用」 
「スピーチ活動」を実施し、聴いて想像する力の定着、向上 

 

・自分でスピーチ内容を考えて発表する。 

・「失敗しても一生懸命なら大丈夫」共に学ぶ場づくり。 


